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ＩＬＣ（国際リニアコライダー）に関する最近の状況について 

１ ＩＬＣに関する国内外の動き                                                  

2019 年  

３月 国際将来加速器委員会（ＩＣＦＡ）の会議において、日本政府が初めてＩＬＣ計画への関心を表明した。 

 

2020 年  

２月 〔ＩＣＦＡ会議〕 

・文部科学省が、米欧との意見交換の実施や現状認識等について発表し、改めてＩＬＣへの関心を表明した。 
・ＩＣＦＡが、建設準備期間移行に向けた、高エネルギー加速器研究機構（ＫＥＫ）を中心とした国際推進チームの設立を提言し
た。 

６月 ・欧州素粒子物理戦略において、日本においてＩＬＣがタイムリーに進めば、欧州はＩＬＣに協力すること等が明記された。 
・ＫＥＫが「ＩＬＣプロジェクトの４段階」を公表。※ 次頁参照 

８月 ２月のＩＣＦＡの提言に基づき、研究者コミュニティによりＫＥＫを拠点としてＩＬＣ国際推進チームが設立され、ＩＬＣ準備研究所設
立に向けた活動を開始した。 

関係自治体や大学等により東北ＩＬＣ事業推進センターが発足し、ＩＬＣ国際推進チームの活動に呼応し、建設準備のための実

務的な調査検討を開始した。 

10月 国際会議ＡＷＬＣ(Americas Workshop on Linear Colliders)2020 で、米国政府（エネルギー省、国務省）がＩＬＣに対する強い関心
や支持、国際協議継続の姿勢を表明した。 

12月 令和３年度政府予算案公表【文部科学省：4.8 億円】（令和２年度と同額） 
・先端加速器の低コスト化に向けた基盤技術開発  3.2 億円 
・ＫＥＫ運営費交付金の内数     1.6 億円 

 

2021 年  

３月 国際会議ＬＣＷＳ（International Workshop on Future Linear Colliders）2021 で、ＩＬＣ国際推進チームによる準備研究所に
関する検討状況等について報告された。 

５月 ＩＬＣ国際推進チームにより、ＩＬＣ準備研究所設立に関する提案書（暫定）が公表予定。 
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２ ＩＬＣ国際推進チームについて                                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 東北ＩＬＣ事業推進センターについて                                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年６月 26日 ＫＥＫメディアサロン資料より 
令和２年８月５日ＫＥＫ公表資料より 

【任務】 

ＩＬＣ準備研究所に向けた準備を行うこと。 ※2021 年末までの完了を想定 

  

・ＩＬＣ準備研究所の役割と組織の明確化 

・加速器、物理・測定器の研究開発、工学設計等 

・ＩＬＣ準備研究所に必要なリソースに関して各国の大学、研究所等と折衝 

・ＩＬＣ準備研究所設置に関して、各国当局の議論を支援するために必要な

情報を提供 

【目的】 
 ＩＬＣ国際推進チームに協力し、ＩＬＣの受入環境整
備等について実務的に検討を行うこと。 

【取組項目】 

・地域主導で取り組むべき課題の検討 
・研究者及び家族等の受入れや定住に対応した体制及び
まちづくりの検討 

・地域住民の理解促進活動 
・自然環境や社会、経済等への影響に係る検討 
・地域資源の活用及び地域の振興に向けた検討 
・加速器関連産業の振興方策の検討 

【設立】 令和２年８月６日 

全国的 
推進団体 

国内研究者 
コミュニティ 

ＩＬＣ国際 

推進チーム 
東北ＩＬＣ事業推進センター 

協力 

連携 

東北大学、岩手大学、岩手県立大学 
宮城県、仙台市、気仙沼市、登米市、栗原市 
大崎市、岩手県、盛岡市、大船渡市、花巻市 

北上市、遠野市、一関市、陸前高田市 
奥州市、西和賀町、金ケ崎町、平泉町、住田町 

幹事会 

代表 
岩手県立大学 鈴木学長 

事務局 
部会 



 

3 

 

４ 岩手県の取組                                                        

（1）ＩＬＣの早期実現に向けた関係団体と連携した取組 
・日本でのＩＬＣの実現を目指し、令和４年度のＩＬＣ準備研究所の設立に向けて積極的に対応するとともに、日本政府が主導し、
国際的な議論を推進するよう、超党派国会議連や研究機関、推進団体、地元自治体等と連携した国への働きかけ 

 
・東北・岩手における取組の進捗状況の積極的な発信とオンラインイベント等への出展、全国的な推進団体等の多様な主体と連携し
た国民の理解増進のための普及啓発活動 

 

（2）ＩＬＣプロジェクトの推進（ＩＬＣの建設候補地としての受入環境整備） 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 （ア）セミナーの開催 
 
 
 
 

 

  

海上コンテナ運搬車両による 

公道走行実証実験の様子 

ア ＩＬＣの建設準備段階への移行に向けて、東北ＩＬＣ

事業推進センターと連携し、機材輸送に係る広域的な計

画の検討やＩＬＣを契機としたまちづくりモデルの検討

等、建設準備に必要となる具体的な調査検討の実施 

イ 「ＩＬＣによる地域振興ビジョン」（令和元年７月策定）に基づき、県内企業の加速器関連産業への参入及び受注の促進、外
国人研究者等の受入環境整備、グリーンＩＬＣ推進、人材育成などの取組の実施 

・ＩＬＣ技術セミナー 
 県内企業の加速器関連産業への参入を促進するた
め、いわて加速器関連産業研究会において、加速
器関連の研究者等を講師した技術セミナーを実

施。（全５回開催予定） 

ＩＬＣ技術セミナーの様子（R2.9.23） 

・グリーンＩＬＣセミナー 
 地域の林業・環境関係者等と連携しながら、グリ
ーンＩＬＣセミナーを開催し、ＩＬＣの多面的な
効果について普及啓発活動を展開。（計２回開催

予定（８月、２月）） 

第７回グリーンＩＬＣセミナー

（R3.3.7）YouTube より 
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   （イ）人材育成 

・第３回いわての高校生サイエンス＆エンジニアリン
グ チャレンジ・コンテスト for ILC 

① 県内の高校生を対象とした科学・工学コンテス
トを開催。 

（11 月開催予定） 
 
 

② 優秀な成績を収めたチームを対象に、加速器及

び素粒子に関する先端研究施設での研修を実施。

（３月） 

コンテストに向けた実験の様子 

コンテストの優勝チームによる先端研究

施設派遣研修の様子 

・小中学生を対象とした出前授業の実施 

※県央圏域：盛岡広域振興局 

県南県域：県南広域振興局 
沿岸・県北県域：県ＩＬＣ推進局 
（奥州市、一関市は独自に実施） 
 

出前授業の様子 

（R2.10.20：盛岡市立見前南中学校） 

・ＩＬＣを担う人材の育成に積極的に取り組む学校を
「ＩＬＣ推進モデル校」に認定し、各校の取組成果
を発表する「成果交流会」を開催。（２月） 
 

ＩＬＣ推進モデル校での講演会の様子

（R2.12.3盛岡工業高校） 


